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2020年シンポジウム :「緊急企画「COVID-19 を越えその後（さき）へ」特別シンポジウム 2」

COVID-19で求められる国立医療の検証
－感染症専門看護師・各職域－

座長 下村登規夫†
第74回国立病院総合医学会

（2020年10月17日～11月14日
WEB開催）

IRYO　Vol．76　No. 3 （169－172）2022

要 旨 新型コロナウイルスは，2019 年 12 月に中華人民共和国湖北省武漢市で発生した新種
のコロナウイルスで，2020 年 ３ 月 11 日には WHO がパンデミックを宣言した．国

際感染症は，政策医療分野の一領域であり，日本国内でのパンデミックは国難となりえる重大事
態となった．今回の学会開催において，COVID-19に対するすべてがわかったわけではないが，
緊急シンポジウムとして各職域（医療安全管理・感染症看護専門看護師（Infection Control 
Nurse : ICN）・薬剤師・臨床検査・放射線科・療育関連）からの対策についての講演をいただく
こととした．これらの講演により，今後の各病院における全職域での連携強化の必要性を理解し
ていただくことが重要であり，このシンポジウムが，その一助となれば幸いである．
　なお，シンポジウム報告に際して，シンポジウムから，１年を超えていること，シンポジスト
の中に連絡できない方がいらっしゃることを踏まえて，このシンポジウムは，発表時の抄録を再
度掲載し，シンポジストを列挙させていただくことで，Editorialとしてのみ，報告させていただ
くこととした．
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はじめに

　新型コロナウイルスは，2019年12月に中華人民共
和国湖北省武漢市で発生した新種のコロナウイルス
で，2020年 3 月11日にはWHOがパンデミックを宣
言した．国際感染症は，政策医療分野の一領域であ
り，日本国内でのパンデミックは国難となりえる重
大 事 態 と な っ た． 今 回 の 学 会 開 催 に お い て，
COVID-19に対するすべてがわかったわけではない
が，緊急シンポジウムとして各職域（医療安全・感

染症看護専門看護師・薬剤師・臨床検査・療育関連）
からの対策についての講演をいただくこととした．

コロナ禍における国立医療に求められる 
安全管理体制とは －感染管理認定看護師， 

医療安全管理者の立場から－

　国立病院機構東京医療センター　医療安全管理部　
医療安全管理係長　福元大介氏からは，コロナ禍に
おける国立医療に求められる安全管理体制とは－感
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